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論 文 審 査の結果の要旨

本研究は，磁気嵐にともなって変化する上層大気の密度をより正確に記述する数学モデ、ルを，地

磁気変動の活動程度を表す地磁気指数を入力値として学習させる人工ニューラルネットワークを用

いて構築したことで，磁気嵐にともなって密度が変化する上層大気の中を飛行する人工天体の軌道

予測の精度向上を可能にしている．また，本研究は，太陽ー地球系ハロー軌道に位置する探査機が，

不安定マニホーノレドを利用して月と接近・スイングパイすることを提案するとともに，その際のエ

ネルギー推移を視覚的に説明する図を考案し，理論的そして実践的に達成可能なエネルギーを明ら

かにしたことで，深宇宙探査ミッションの拡張可能性を示している．以上のことから，軌道予測お

よび深宇宙探査ミッション設計への応用に資する成果として，宇宙工学上の寄与は顕著で、あり，博

士（工学）の学位論文に値すると認める．


